
　「ＣＭＰ法による空洞厚測定技術」は、交通規制不要で、道
路下で発生した空洞の厚さを迅速かつ高精度に測定できる。道
路陥没を未然に防ぎ、非破壊で空洞調査が可能だ。
　開発には、ＣＭＰ（共通反射点）重合法を活用した。一般的なレー
ダー計測は複数測線を計測する。これに対し、ＣＭＰ重号法は１
測線に対する複数経路で計測し、経路変化を見る。複数経路の変化を解析して空洞の厚さを推定できる
のが特徴だ。
　計測過程は、車両後部に装着した３Ｄレーダー全２０チャンネルの送信波と受信波の中点を１点に集中す
るように設定を変更。一次調査で判明した空洞に対し、経路変更した３Ｄレーダー搭載車両で空洞の中心
を通るように走行計測する。取得データは共通反射点を起点に、時間を合わせた記録になるように補正。
補正したデータを活用し、記録断面図を作成、解析し空洞の厚さを求める。
　安全かつ円滑な交通確保のため、国土交通省を中心に各市区町村や自治体は路面下空洞調査を実施し
ている。従来の調査方法は空洞と推定される道路下に対し、空洞の有無や厚さを特定するため二次調査で
破壊調査にハンマードリル削孔など行う。これは道路下の埋設管を破損するリスクが高く、交通規制による
渋滞発生の原因にもなり、事故や交通トラブルの可能性が危惧される。
　また、道路使用許可の申請や道路占有企業の立ち会い調整などでも手間がかかり、時間を要していた問
題も同技術は解決する。最大時速６０キロメートルで空洞の厚さを把握可能と、緊急性の高い空洞の報告
を可能とする。
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